
飛
あ す か

鳥時代以前

平
へい

安
あん

時代

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

・室
むろ

町
まち

時代

近代・現代

飛鳥・奈
な

良
ら

時代

鎌
かま

倉
くら

時代

江
え

戸
ど

時代

日本書道史   人物・作品解説

※人物の作品は、教科書本文に掲
けい

載
さい

のものを優先として、代表的なものを掲げた。

※人物は、生
せい

没
ぼつ

年に関わらず、主な作品を残した時代を優先して掲
かか

げた。
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飛
あ す か

鳥時代以前

貨泉【かせん】
中国の新

しん

時代に流通していた貨
か

幣
へい

（銅
どう

銭
せん

）。日本
の古

こ

墳
ふん

時代の遺
い

跡
せき

からは、中国の前
ぜん

漢
かん

から後
ご

漢
かん

時代
にかけての銅銭が発見されることがある。銅銭は篆

てん

書
しょ

で鋳
い

込
こ

まれ、中でも貨泉は新時代・天
てん

鳳
ぽう

元年（14）
から 10 年程度流通していたものであることから、
当時の日本と中国の交流をうかがうことができる。

漢委奴国王印【かんのわのなのこくおういん】1 世

紀頃

1748 年、博
はか

多
た

湾
わん

に浮
う

かぶ志
し

賀
かの

島
しま

で発見された金
製の印。中国の歴史書である『後

ご

漢
かん

書
じょ

』には、建
けん

武
ぶ

中
ちゅう

元
げん

2 年（57）に、光
こう

武
ぶ

帝
てい

が倭奴国王に「印
いん

綬
じゅ

」を
与えたことが書かれており、印に刻

きざ

まれた「漢委奴
国王」の文字から、この印のことであると考えられ
ている。日本に漢字が伝わったことを示す、最古の
例のひとつ。「後漢印」ともよばれる。福岡市博物
館蔵。

福岡市博物館「金印」

石上神宮七支刀銘【いそのかみじんぐうしちしとう
めい】

奈良県天
てん

理
り

市にある石上神宮に伝わる、全長
74.8cm の刀剣で「泰

たい

和
わ

四
よ

年
ねん

銘
めい

七
しち

支
し

刀
とう

」ともよばれる。
剣の表裏に合わせて 61 字の銘

めい

文
ぶん

が金
きん

象
ぞう

嵌
がん

されてい
る。七支刀は『日

に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』に百
く だ ら

済から献上された「七
枝刀（ななつさやのたち）」にあたると推測される。
銘文中の「泰和」の年号を中国東

とう

晋
しん

の「太
たい

和
わ

」とし、
369 年製と考えられている。

石上神宮「七支刀」

江田船山古墳出土大刀銘
【えたふなやまこふんしゅつどたちめい】

1873 年に、江田船山古墳に埋
まい

葬
そう

されていた棺
ひつぎ

か
ら発見された全長 90.9cm の鉄剣。刀の棟

むね

に 75 字の
銘
めい

文
ぶん

が銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

され、その書風は隷
れい

書
しょ

から楷
かい

書
しょ

に近い
字形である。判読できない文字があるものの、「稲

いな

荷
り

山
やま

古
こ

墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

鉄
てっ

剣
けん

銘
めい

」と同じく「獲□□□鹵大王
（獲

わ か た け る だ い お う

加多支鹵大王）」を雄
ゆう

略
りゃく

天皇とする説が有力であ
る。ほかにも 1 音に対し漢字 1 字をあてた表記（万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

）が人物名に見られ、仮名の誕生をうかがう

ことができる。朝鮮半島の金銅製品とともに発見さ
れた資料としても貴重である。東京国立博物館蔵。

e 国宝「銀象嵌銘大刀」

稲荷山古墳出土鉄剣銘
【いなりやまこふんしゅつどてっけんめい】

1978 年に、埼玉県行
ぎょう

田
だ

市の稲荷山古墳から出土
した全長 73.5cm の鉄剣。剣身の表に 57 字、裏に
58 字の計 115 文字の銘

めい

文
ぶん

が金
きん

象
ぞう

嵌
がん

されている。銘
文中の「辛

しん

亥
がい

年
ねん

」を 471 年や 531 年とする説があ
る。「江

え

田
た

船
ふな

山
やま

古
こ

墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

大
た

刀
ち

銘
めい

」「隅
す

田
だ

八
はち

幡
まん

人
じん

物
ぶつ

画
が

象
ぞう

鏡
きょう

銘
めい

」と同じく、一音に対し漢字一字をあてた表記
（万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

）が人物名に見られ、仮名の誕生をうか
がうことができる。また、関東で発見されたことに
より、当時の大

や ま と

和政権の勢力が関東地域にまで及ん
でいたとの考えもある。

埼玉県立さきたま史跡の博物館「金錯銘鉄剣」

隅田八幡人物画象鏡銘
【すだはちまんじんぶつがぞうきょうめい】

直径 19.9cm の青銅鏡。和歌山県橋
はし

本
もと

市の隅田八
幡神社に伝わる。銘

めい

文
ぶん

に「癸
き

未
び

年
ねん

」とあることから、
443 年または 503 年につくられたと考えられている。
1 音に対し漢字 1 字をあてた表記（万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

）が人
物名や地名に見られ、仮名の誕生をうかがうことが
できる。書風は「稲

い な り

荷山
やま

古
こ

墳
ふん

出
しゅつ

土
ど

鉄
てっ

剣
けん

銘
めい

」に近く、
字形は中国の鏡に見られる文字に比べるとやや崩

くず

れ、素
そ

朴
ぼく

な雰
ふん

囲
い

気
き

をだしている。

http://museum.city.fukuoka.jp/gold/
https://www.isonokami.jp/about/c4_2.html
https://emuseum.nich.go.jp/detail?content_base_id=100199&content_part_id=018&langId=ja&webView=
https://sakitama-muse.spec.ed.jp/%E9%87%91%E9%8C%AF%E9%8A%98%E9%89%84%E5%89%A3
https://sakitama-muse.spec.ed.jp/%E9%87%91%E9%8C%AF%E9%8A%98%E9%89%84%E5%89%A3
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法隆寺金堂釈迦三尊像光背銘
【ほうりゅうじこんどうしゃかさんぞんぞうこうは
いめい】　飛

あ す か
鳥時代・623 年

法隆寺金堂に安置される釈迦三尊像の光背の裏面
に刻された銘

めい

文
ぶん

で、14 字 14 行、196 字が正方形に
収められている。その構成や書風から、中国の南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代の書の影
えい

響
きょう

を受けていると見られる。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の母が没したことや、聖徳太子夫婦が病に臥
ふ

せた
ため平

へい

癒
ゆ

を願って作られた釈迦像だが、太子が没し
た後の 623 年に完成した。法隆寺や聖徳太子に関す
る研究の貴重な資料となっている。

法隆寺金堂薬師如来像光背銘
【ほうりゅうじこんどうやくしにょらいぞうこうはいめい】

法隆寺金堂に安置される薬師如来像の光背の裏
面に刻された銘

めい

文
ぶん

で、90 字が 5 行で刻されている。
「法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

光
こう

背
はい

銘
めい

」とともに著名であ
る。飛

あ す か

鳥時代は、仏教とともに中国の南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代の
書風が流入していることから、碑

ひ

文
ぶん

などにも広く六
りく

朝
ちょう

風の書が見られる。

聖徳太子【しょうとくたいし】574-522

飛
あ す か

鳥時代の皇族・政治家。用
よう

明
めい

天皇の第二皇子。
叔
お

母
ば

の推
すい

古
こ

天皇の下、遣
けん

隋
ずい

使
し

の派遣などによって隋
や朝鮮半島から文化や政治制度を取り入れ、冠

かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

や十
じゅう

七
しち

条
じょう

憲
けん

法
ぽう

の制定など、天皇を中心とした
中央集権国家体制の確立を図った。仏教を厚く信

しん

仰
こう

し、四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

や法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

などを建
こん

立
りゅう

したといわれてい
る。『法

ほ

華
け

経
きょう

』の注
ちゅう

釈
しゃく

にも努め、『法
ほっ

華
け

義
ぎ

疏
しょ

』や『勝
しょう

鬘
まん

経
ぎょう

義
ぎ

疏
しょ

』『維
ゆい

摩
ま

経
ぎょう

義
ぎ

疏
しょ

』の「三
さん

経
ぎょう

義
ぎ

疏
しょ

」を著した
とされ、特に『法華義疏』は近年まで太子の自筆と
する見解もあった。
▶法華義疏【ほっけぎしょ】飛

あ す か
鳥時代・615 年

『法
ほ

華
け

経
きょう

』の注
ちゅう

釈
しゃく

書
しょ

。日本に現存する、紙に墨
すみ

で
書かれた肉筆最古の書。聖

しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の書ともいわれて
いるが確証はない。扁

へん

平
ぺい

で丸みのある字形で、細め
の楷

かい

書
しょ

に行書や草書も見られる。

宇治橋断碑【うじばしだんぴ】飛
あ す か

鳥時代・646 年

646 年に建てられたとされる日本最古の碑
ひ

。京都
府宇

う

治
じ

市にある放
ほう

生
じょう

院
いん

に現存するが、もとの碑は上

部 3 分の 1 程度である。宇治川の急流によって苦難
していた人々が、橋の完成によって苦労が軽減され
たことなど、宇治川に僧

そう

の道
どう

登
とう

が架
か

橋
きょう

した時の由来
が刻されている。書風は中国の南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代に見られ
る墓

ぼ

誌
し

銘
めい

の楷
かい

書
しょ

と酷
こく

似
じ

し、この時代の仏像の光
こう

背
はい

銘
めい

などにも同系の文字が見られる。

金剛場陀羅尼経【こんごうじょうだらにきょう】
飛
あ す か

鳥時代

隋
ずい

時代に漢訳された経典を書写した、日本最古の
写経。全 1 巻。麻

ま

紙
し

に淡
たん

墨
ぼく

で界線が引かれ、文字は
欧
おう

陽
よう

詢
じゅん

・欧
おう

陽
よう

通
とう

に見られる引き締
し

められた整然とし
た楷

かい

書
しょ

である。
文化遺産オンライン「金剛場陀羅尼経」

那須国造碑【なすのくにのみやつこひ】
飛
あ す か

鳥時代・700 年

栃木県那須郡の笠
かさ

石
いし

神社に現存する碑。「日本三
古碑」のひとつ。19 字 8 行、全 152 字が刻されて
いる。3.16cm の方形の中に、字間・行間ともに整
然と配置されている。689 年、那須の国造であった
那
な す の あ た い い で

須直韋提が、評
ひょう

督
とく

を賜
たまわ

り、700 年に亡くなったた
め、後継者が碑を建てて故人を偲

しの

んだことなどが記
されている。中国の南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代に見られる楷
かい

書
しょ

の書
風や笠石を置いた形状など、中国の影

えい

響
きょう

を受けてい
る。

多胡碑【たごひ】奈良時代・711 年

群馬県高
たか

崎
さき

市に現存する碑。「日本三古碑」のひ
とつ。上野国の 14 番目の郡として、多胡郡が建郡
されたことを記念して建てられた。和

わ

銅
どう

4 年（711）
の紀年が見られ、全 6 行、80 字が刻されている。
中国の南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代に見られる楷
かい

書
しょ

の書風や笠石を置
いた形状など、中国の影

えい

響
きょう

を受けている。
上野三碑「多胡碑」

多賀城碑【たがじょうひ】奈良時代・762 年

宮城県多賀城市に現存する碑。「日本三古碑」の
ひとつ。141 字が刻されている。天

てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

6 年（762）
12 月 1 日の紀年があり、多賀城の修築を記念して
建
こん

立
りゅう

されたと考えられる。「壺
つぼ

の碑
いしぶみ

」ともよばれ、

飛
あ す か

鳥時代〈592 年―710 年〉・奈
な

良
ら

時代〈710 年―794 年〉

https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/125977
https://www.city.takasaki.gunma.jp/info/sanpi/03.html
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としている。「大聖武」は優れた手
て

鑑
かがみ

の巻頭を飾
かざ

る
ことでも知られ、穂

ほ

先
さき

を利かせた力強く重厚な線を
用い、やや扁

へん

平
ぺい

で端
たん

正
せい

に書かれている。線に抑
よく

揚
よう

が
あり、どっしりとしていて伸

の

びやかな書である。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「賢愚経（大聖武）」

光明皇后【こうみょうこうごう】701-760

聖
しょう

武
む

天皇の皇后で、藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

の三女。光明皇后
も聖武天皇とおなじく仏教に熱心であり、国

こく

分
ぶん

寺
じ

や
東
とう

大
だい

寺
じ

の建
こん

立
りゅう

を聖武天皇に進言したとされる。聖武
天皇の死後四十九日に遺品などを東大寺に献納し、
その宝物を収めるために正

しょう

倉
そう

院
いん

が建てられた。興
こう

福
ふく

寺
じ

や新
しん

薬
やく

師
し

寺
じ

など寺院の創建に携わるほか、医療施
設である「施

せ

薬
やく

院
いん

」などを設置して人々の救済に力
を尽

つ

くした。代表作に「楽
がっ

毅
き

論
ろん

」や「杜
と

家
か

立
りっ

成
せい

雑
ざっ

書
しょ

要
よう

略
りゃく

」がある。
▶「楽

がっ
毅
き
論
ろん
」奈

な
良
ら

時代・744 年

王
おう

羲
ぎ

之
し

の「楽毅論」を臨書したもので、光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

の真筆である。「楽毅論」は、戦国時代の燕
えん

国で将
軍であった楽毅という人を論じた内容で、王羲之の
楷
かい

書
しょ

では最も優れているものとされている。光明皇
后の「楽毅論」は、起筆を強く打ち込

こ

み弾
だん

力
りょく

を利か
せた鋭

するど

く大
だい

胆
たん

な運筆で、結構よりも筆意を重んじ、
躍
やく

動
どう

的で迫
はく

力
りょく

がある。正倉院宝物。

金光明最勝王経【こんこうみょうさいしょうおう
きょう】奈

な
良
ら

時代

「金
こん

光
こう

明
みょう

経
こう

」の漢訳の一つ。奈良時代は鎮
ちん

護
ご

国家
の思想から、仏教の力で国を護り保護するという政
治理念であった。「金光明経」の教説と政治理念が
結びつき、聖

しょう

武
む

天皇は全国に国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建
こん

立
りゅう

させ、そこに「金光明最勝王経」を安置させた。
古
こ

代
だい

紫
むらさき

の料
りょう

紙
し

に金字で写経され、筆勢は謹
きん

厳
げん

で端
たん

正
せい

に書かれた、奈良時代を代表する写経である。「紫
し

紙
し

金
きん

字
じ

金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

」ともいう。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「金光明最勝王

経」

仏足石歌碑【ぶっそくせきかひ】奈
な

良
ら

時代

奈良市の薬
やく

師
し

寺
じ

に伝わる奈良時代末期に建てられ
た歌碑。仏足石歌の 21 首が仏足石歌体（５・７・５・

碑が発見された江
え

戸
ど

時代初めから広く知られてい
た。中国の南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代に見られる楷
かい

書
しょ

の書風で書か
れているが、「那

な

須
すの

国
くにの

造
みやつこ

碑
ひ

」と比べるとかなり直線
的である。

多賀城市の文化財「多賀城碑」

木簡類【もっかんるい】
文字などを墨

ぼく

書
しょ

した短
たん

冊
ざく

状
じょう

の木片を木簡といい、
奈良時代に書かれた木簡は、平

へい

城
じょう

京
きょう

や長
なが

岡
おか

京
きょう

など全
国の宮

きゅう

跡
せき

・京跡から出土している。メモのような簡
単な内容や荷札、文字を学ぶために習字したもの、
落書などがあり、『論

ろん

語
ご

』や『文
もん

選
ぜん

』などの漢詩文
も見られる。万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

で書かれた和歌も多数出土し
ており、仮名の発達資料としても貴重なものである。
中国の木簡のように紐

ひも

で縛
しば

ったようなものはない。
e 国宝「平城宮跡出土木簡」

聖武天皇【しょうむてんのう】701-756

文
もん

武
む

天皇の皇子。妃
きさき

は光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

。聖武天皇は唐
とう

の
文化を取り入れ、国政の充実を図った。特に仏教に
熱心であり、全国に国

こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建
こん

立
りゅう

し、東
とう

大
だい

寺
じ

の建立の際には大仏をつくった。また写経にも
力を入れ、「一

いっ

切
さい

経
きょう

」や「金
こん

光
こう

明
みょう

最
さい

勝
しょう

王
おう

経
きょう

」を書写
させたことでも知られる。聖武天皇の真筆として
「雑

ざっ

集
しゅう

」や、伝
でん

称
しょう

筆
ひっ

者
しゃ

として「賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

（大
おお

聖
じょう

武
む

）」が
知られている。
▶「雑

ざっ
集
しゅう
」奈

な
良
ら

時代・731 年

聖
しょう

武
む

天皇の宸
しん

翰
かん

（自筆の書）。六
りく

朝
ちょう

・隋
ずい

・唐
とう

時代
の仏教に関する詩文 145 首を書写している。白

はく

麻
ま

紙
し

が用いられ、細みの楷
かい

書
しょ

に行書を交えて 1行 18 字
が字間・行間を均等に空けた形で書かれている。そ
の書風は、王

おう

羲
ぎ

之
し

や初唐の書法の趣
おもむき

がうかがえる。
縦 27.7cm、長さ 21.35m の長い巻

かん

子
す

本である。正
しょう

倉
そう

院
いん

宝物。

「賢
けん
愚
ぐ
経
きょう
（大

おお
聖
じょう
武
む
）」奈

な
良
ら

時代・740 年以降

聖
しょう

武
む

天皇の宸
しん

翰
かん

として伝えられているが、確証は
ない。「大聖武」は、賢

けん

者
じゃ

と愚
ぐ

者
しゃ

についての 69 篇
へん

の
話をまとめた『賢

けん

愚
ぐ

因
いん

縁
ねん

経
きょう

』を書写した「賢愚経」
の断

だん

簡
かん

である。経典写経は通常 1行 17 字で書かれ
るが、「賢愚経（大聖武）」は 12 字と文字が大きく堂々

飛
あすか
鳥時代〈592年―710年〉・奈

な
良
ら
時代〈710年―794年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2402?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/narahaku/759-0?locale=ja
https://www.city.tagajo.miyagi.jp/bunkazai/shiseki/bunkazai/shitebunkazai/kunishite/tagajohi.html
https://emuseum.nich.go.jp/detail?langId=ja&webView=&content_base_id=101305&content_part_id=0&content_pict_id=0
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７・７・7 の 6 句、38 音）で刻されている。万
まん

葉
よう

仮
が

名
な

で書かれた文字は大小や点画の長短は少なく、全
体的に素

そ

朴
ぼく

な雰
ふん

囲
い

気
き

が感じられる。

東大寺献物帳【とうだいじけんもつちょう】奈
な

良
ら

時代

756 年、聖
しょう

武
む

天皇の死後四十九日に光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

が遺
品などを東

とう

大
だい

寺
じ

に献納した際の目録。品名や数量、
形状などが５巻伝えられている。年代順に『国

こっ

家
か

珍
ちん

宝
ぽう

帳
ちょう

』『種
しゅ

々
じゅ

薬
やく

帳
ちょう

』『屏
びょう

風
ぶ

花
か

氈
せん

等
とう

帳
ちょう

』『大
だい

小
しょう

王
おう

真
しん

跡
せき

帳
ちょう

』
『藤

ふじ

原
わら

公
こう

真
しん

跡
せき

屏
びょう

風
ぶ

帳
ちょう

』と分かれている。中でも『国
家珍宝帳』が有名であり、その中に「王羲之書法廿巻」
とあることから、王

おう

羲
ぎ

之
し

の書法が奈良時代に伝わっ
ていたことがうかがえる。書写された文字も名筆で
あり、謹

きん

厳
げん

で端
たん

正
せい

な格調高い姿を見せている。正倉
院宝物。

隅寺心経【すみでらしんぎょう】奈
な

良
ら

時代

空海が隅寺（海
かい

龍
りゅう

王
おう

寺
じ

）に通い、発願・書写した
「般

はん

若
にゃ

心
しん

経
ぎょう

」であるという言い伝えから、この名が
ついた。空

くう

海
かい

の書といわれているが、確証はない。
奈良時代には、多くの「般若心経」が書写された。
文字はやや扁

へん

平
ぺい

で、引き締
し

まった字形で書かれ、謹
きん

厳
げん

にして力強さが感じられる。

正倉院仮名文書【しょうそういんかなもんじょ】
奈
な

良
ら

時代・762 年以前

正倉院に伝わっている文書で、その多くが万
まん

葉
よう

仮
が

名
な

で書かれている。当時は紙が貴重であり、不要に
なった公文書の紙

し

背
はい

に、東大寺の写経所の事業に関
係した内容が書かれているものが多く残されてい
る。文字は草書で書かれ、当時の社会・経済の基

き

礎
そ

資料であると同時に、仮名文字の発達をうかがうこ
とができる。正倉院宝物。

飛
あ す か

鳥時代〈592 年―710 年〉・奈
な

良
ら

時代〈710 年―794 年〉
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よりも力強い書きぶりで、3 通目の「忽
こっ

恵
けい

帖
じょう

」は流
りゅう

麗
れい

な草書体で書かれている。重心を低く構え、骨格
がしっかりした重厚感のある運筆をで書かれている
が、抑

よく

揚
よう

の変化に富んだ手紙ならではの自然な趣
おもむき

も
備わっている。王

おう

羲
ぎ

之
し

や唐
とう

時代のさまざまな書法の
影
えい

響
きょう

が見られる。
▶「灌

かん
頂
じょう

歴
れき

名
めい

」平
へい

安
あん

時代・812 − 813 年　

812 年から 813 年にかけて空
くう

海
かい

が高
たか

雄
お

山
さん

寺で行っ
た、密教の入門儀

ぎ

式
しき

である灌頂を受けた人名を記録
した手

て

控
びか

え（メモ）。最澄の名も見られる。 行書に
草書を交えた書風で書かれた卒

そつ

意
い

の書であり、削
さく

除
じょ

の跡
あと

も見られる。空海の真筆としない説もある。

嵯峨天皇【さがてんのう】786-842

桓
かん

武
む

天皇の皇子。幼少の頃
ころ

から読書を好み、詩文
や書に優れた。唐

とう

風
ふう

文化に基づき、政治制度の整備
や漢詩文、天台宗や真言宗といった仏教に力をいれ
た。嵯

さ

峨
が

天皇の勅
ちょく

命
めい

により編
へん

纂
さん

された勅
ちょく

撰
せん

漢詩集と
して『凌

りょう

雲
うん

集
しゅう

』『文
ぶん

華
か

秀
しゅう

麗
れい

集
しゅう

』がある。空
くう

海
かい

と密接
に交流があり、書も空海の影

えい

響
きょう

を受けている。空海
は、唐から持ち帰った書や詩文を嵯峨天皇に献

けん

上
じょう

す
るなどしていた。嵯峨天皇の宸

しん

翰
かん

（自筆の書）に
「光

こう

定
じょう

戒
かい

牒
ちょう

」などがある。空海、橘
たちばなの

逸
はや

勢
なり

とともに平
へい

安
あん

時代初期を代表する「三
さん

筆
ぴつ

」の一人として称
しょう

され
ている。
▶「光

こう
定
じょう

戒
かい

牒
ちょう

」平
へい

安
あん

時代・823 年

最
さい

澄
ちょう

の弟子である光定が、比
ひ

叡
えい

山
ざん

・一
いち

乗
じょう

止
し

観
かん

院
いん

に
おいて菩

ぼ

薩
さつ

戒
かい

を受けた際に嵯
さ

峨
が

天皇が与えた証明
書。楷

かい

・行・草書を交えて書かれた巻
かん

子
す

本であり、
欧
おう

陽
よう

詢
じゅん

と空
くう

海
かい

の書法の影
えい

響
きょう

が見られる。

橘逸勢【たちばなのはやなり】?-842

804 年に最
さい

澄
ちょう

・空
くう

海
かい

らとともに遣
けん

唐
とう

使
し

船
せん

で唐に渡
わた

り、在唐中は柳
りゅう

宗
そう

元
げん

に書を学んだといわれる。唐人
は逸勢を「橘

きっ

秀
しゅう

才
さい

」とよんだが、逸勢の真筆として
確認できるものは伝わっていない。空海、嵯

さ

峨
が

天皇
とともに平

へい

安
あん

時代初期を代表する「三
さん

筆
ぴつ

」の一人と
して称されている。

最澄【さいちょう】767-822

日本の天台宗の開祖。804 年に、遣
けん

唐
とう

使
し

節に随
ずい

行
こう

する留学生として唐に渡
わた

り密教を学んだ。後に親交
をもつ空海も同年に唐に渡

わた

っているが、同じ船では
なかった。帰国後の 806 年、比

ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

で天台宗
を開いた。最澄の書風は、王

おう

羲
ぎ

之
し

の「集
しゅう

王
おう

聖
しょう

教
ぎょう

序
じょ

」
の影

えい

響
きょう

をうけている。代表作に「久
きゅう

隔
かく

帖
じょう

」や「請
しょう

来
らい

目
もく

録
ろく

」などがある。
▶「久

きゅう
隔
かく

帖
じょう

」平
へい

安
あん

時代・813 年

弘
こう

仁
にん

4 年（813）11 月 25 日付で書いた尺
せき

牘
とく

（手紙）
で、「久隔清音」の書きだしからこの名がある。空

くう

海
かい

のもとで修行している弟子の泰
たい

範
はん

経由で、空海に
宛
あ

てた書状である。空海から贈
おく

られた詩に対して返
事をするにあたり、その詩の内容になどについて問
い合わせをしている。現存する最澄の唯

ゆい

一
いつ

の手紙で
ある。王

おう

羲
ぎ

之
し

の書法を貫
つらぬ

いた格調の高さがうかがえ
る。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「久隔帖」

空海【くうかい】774-835

讃
さぬ

岐
き

（現在の香川県）に生まれ、僧
そう

侶
りょ

となった。
延
えん

暦
りゃく

23 年（804）に遣
けん

唐
とう

使
し

船で唐に渡
わた

り、密教や書
を学んだ。816 年に高

こう

野
や

山
さん

に金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を創建し、真
言宗の開祖となった。空海の書法は王

おう

羲
ぎ

之
し

の書法を
よく捉え、唐からの帰国後には唐の書法の影

えい

響
きょう

も見
られるが、これをさらに和

わ

様
よう

的な姿に発展させてい
る。嵯

さが

峨
てん

天
のう

皇、橘
たちばなの

逸
はや

勢
なり

とともに平
へい

安
あん

時代初期を代表
する「三

さん

筆
ぴつ

」の一人と称
しょう

されている。代表作に「聾
ろう

瞽
こ

指
しい

帰
き

」や「風
ふう

信
しん

帖
じょう

」「灌
かん

頂
じょう

歴
れき

名
めい

」などがある。
▶「聾

ろう
瞽
こ

指
しい

帰
き

」平
へい

安
あん

時代・797 年

儒
じゅ

教
きょう

・道教・仏教の比較をした思想論を著わして
いる。唐に渡

わた

る前の書で、王
おう

羲
ぎ

之
し

の書法の影
えい

響
きょう

が見
られ、力強い筆勢で行書を主体に、楷

かい

書
しょ

や草書も使
われている。空海の真筆としない説もある。
る。

高野山霊宝館「聾瞽指帰」

▶「風
ふう

信
しん

帖
じょう

」平
へい

安
あん

時代・812 年頃

空海が最澄に宛
あ

てて書いた 3 通の尺
せき

牘
とく

（手紙）を
つなげて 1 巻の巻

かん

子
す

本にしたもの。その１通目が「風
信帖」であり、「風信雲書」から始まるので「風信
帖」とよばれている。2 通目の「忽

こっ

披
ぴ

帖
じょう

」は「風信帖」

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/narahaku/648-0?locale=ja
http://www.reihokan.or.jp/syuzohin/syoseki.html


ー 6 ー 〉TOP

「玉
ぎょく

泉
せん

帖
じょう

」などが知られている。
▶「屛

びょう
風
ぶ
土
ど
代
だい
」平

へい
安
あん

時代・928 年

醍
だい

醐
ご

天皇の命により、内
だいり

裏で新調する屛風の色紙
形に道風が書を担うこととなった。「屛風土代」は
その屛風に漢詩を揮

き

毫
ごう

する際の下書きで、道風 35
歳の書である。文字の脇

わき

には注記が見られ、清書に
むけて字形を検討している様子がうかがえる。行書
体を主体に草書体を交じえ、下書きながら端

たん

正
せい

に書
かれている。厚みのある線質で転折には円みがあり、
温かみや内にひめた力強さが感じられる。

皇居三の丸尚蔵館「屏風土代」

秋萩帖【あきはぎじょう】平
へい

安
あん

時代

平安時代の草
そう

仮
が

名
な

の代表的な遺品として知られ
ている。色

いろ

替
が

わりの染
そめ

紙
がみ

も継
つ

いだ、縦 24cm、長さ
842.4cm の長い巻

かん

子
す

本である。薄
うす

藍
あい

色の第 1紙「安
幾破起乃」の文字で始まることからこの名がつけら
れている。和歌のほかに、王

おう

羲
ぎ

之
し

の尺
せき

牘
とく

（手紙）が
写されている部分もあり、この時代に王

おう

羲
ぎ

之
し

が尊重
されていたことが分かる。円みを帯びた柔

やわ

らかい線
筆で、優美で穏

おだ

やかな書風である。連
れん

綿
めん

は少なく、
多くは放ち書きで書かれている。和歌を４行で書き、
詞書は省略されている。草仮名の字姿から 10 世紀
の書とする説や、12 世紀の書写とする説などがあ
る。小

お

野
のの

道
とう

風
ふう

の書と伝えられていたことで、江
え

戸
ど

時
代には拓

たく

本
ほん

が手本として用いられていたこともある
が、筆者の確証はない。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「秋萩帖」

継色紙【つぎしきし】
平
へい

安
あん

時代・10 世紀中頃〜 11 世紀後半

「寸
すん

松
しょう

庵
あん

色
しき

紙
し

」「升
ます

色
しき

紙
し

」とともに「三
さん

色
しき

紙
し

」と
称
しょう

され、散らし書きの代表的な古
こ

筆
ひつ

。『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』と
『古

こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の歌から、四季・恋・賀の歌を書い
たもので、縦 13.6cm、横 13.4cm の粘

でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本
であったが、現在は断

だん

簡
かん

として残されている。筆者
は小

お

野
のの

道
とう

風
ふう

と伝えられているが確証はない。紫
むらさき

・茶・
緑・藍

あい

・黄の染
そめ

紙
がみ

を贅
ぜい

沢
たく

に使用している。和歌 1首
に対して 2枚の料

りょう

紙
し

を用い、右頁に上の句、左頁に
下の句を書き、見開きで 1首とした体裁のものが多
く見られる。行の長さの変化や行間、行の傾

かたむ

きなど

伊都内親王願文【いとないしんのうがんもん】
平
へい

安
あん

時代・833 年

伊都内親王が、母である藤
ふじ

原
わらの

平
へい

子
し

の遺言により、
山
やま

階
しな

寺
でら

（現在の興
こう

福
ふく

寺
じ

）に香灯と読経のお布
ふ

施
せ

とし
て、墾

こん

田
でん

などを寄進した際の願文。橘
たちばなの

逸
はや

勢
なり

の書と伝
えられているが、確証はない。遣

けん

唐
とう

使
し

によって伝え
られた唐の書法の影

えい

響
きょう

が見られる。朱
しゅ

で押
お

された内
親王の右手の手形も特

とく

徴
ちょう

である。抑
よく

揚
よう

をつけた軽や
かな線と厚みのある線が混在し、変化に富んだ表情
を見せている。

有年申文【ありとしもうしぶみ】平
へい

安
あん

時代・867 年

藤
ふじ

原
わらの

有
あり

年
とし

が、讃
さ ぬ き

岐国
こく

司
し

在任中の貞
じょう

観
がん

9 年（867）
に作成した申文である。『讃

さぬ

岐
きの

国
こく

司
しの

解
げ

端
はし

書
がき

』ともよ
ばれる。漢字と草書体の万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

を合わせて表現し
た公文書である。真

ま

仮
が

名
な

（男
おとこ

手
で

）から女
おんな

手
で

の仮名に
発展していく過程を知ることのできる重要な資料で
あり、潤

じゅん

渇
かつ

や連
れん

綿
めん

も見られる。当時、日常的に万
まん

葉
よう

仮
が

名
な

が用いられていたことが分かる。内容は、讃岐
国那

な

珂
か

郡
ぐん

と多
た

度
ど

郡
ぐん

に住んでいた一族から出された改
姓の願いであり、讃岐国司であった有年が太政官に
申し出た際に添

そ

えられたものである。
ｅ国宝「讃岐国司解」

紀貫之【きのつらゆき】（生没年不詳）

『古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の撰
せん

者
じゃ

の一人で、「真
ま

名
な

序
じょ

」「仮
か

名
な

序
じょ

」のうち「仮名序」で和歌を論じたことで知られ
る。貫之を筆者とする古

こ

筆
ひつ

は多いものの、確証はな
い。貫之の真筆は現存しないためその姿を知ること
はできないが、藤

ふじ

原
わらの

定
てい

家
か

の『土
と

佐
さ

（左）日
にっ

記
き

』の写
本の最後に、貫之の筆

ひっ

跡
せき

を臨書したものが残されて
いる。

小野道風【おののとうふう・みちかぜ】894-966

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

の子孫で、博学で能
のう

書
しょ

だった公
く

卿
ぎょう

の小
お

野
のの

篁
たかむら

の孫。遣
けん

唐
とう

使
し

が廃止された年に生まれた。和
わ

様
よう

の
書を創出した人物として、藤

ふじ

原
わらの

佐
さ

理
り

・藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

とと
もに「三

さん

跡
せき

」の一人として称
しょう

されている。それまで
の王

おう

羲
ぎ

之
し

を主流とする書風を骨格としながら、転折
に丸みのある芳

ほう

醇
じゅん

な日本的な趣
おもむき

のある書風を打ち
だした。代表作に「屛

びょう

風
ぶ

土
ど

代
だい

」や「三
さん

体
たい

白
はく

氏
し

詩
し

巻
かん

」

平
へい
安
あん
時代〈794年―1185年〉

https://shozokan.nich.go.jp/collection/object/SZK003024
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2532-1?locale=ja
https://emuseum.nich.go.jp/detail?&langId=ja&webView=&content_base_id=100166&content_part_id=3
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稿本北山抄紙背仮名消息
【こうほんほくざんしょうしはいかなしょうそく】
平
へい

安
あん

時代・996 年〜 1004 年頃

『北山抄』は、朝
ちょう

廷
てい

の儀
ぎ

式
しき

に関して書かれた有
ゆう

職
そく

故
こ

実
じつ

の書である。藤
ふじ

原
わらの

公
きん

任
とう

の撰
せん

で全 10 巻
かん

からなる。
巻第 10 の 1 巻だけが残り、そのうちの 2 紙に仮名
が見られる。藤原公任に宛

あ

てた女性の消
しょう

息
そく

（手紙）
と見られており、行の高低や優美な連

れん

綿
めん

など、散ら
し書きの芽生えを知る上で貴重な資料となってい
る。

京都国立博物館「稿本北山抄巻第十」

藤原行成【ふじわらのこうぜい・ゆきなり】
972-1027

小
お

野
のの

道
とう

風
ふう

の書を好み、和
わ

様
よう

の書を大成した人物と
称
しょう

されている。小野道風・藤
ふじ

原
わらの

佐
さ

理
り

とともに「三
さん

跡
せき

」の一人に称
しょう

される。真筆に「白
はく

氏
し

詩
し

巻
かん

」が残さ
れている。その筆跡を「権

ごん

跡
せき

」という。『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』
が書かれたこの時代は、和歌の隆

りゅう

盛
せい

とともに仮名の
文字も一気に発展したと考えられ、行成の書と伝え
られている仮名の書も多くあるが、いずれも確証は
ない。行成の書流である「世

せ

尊
そん

寺
じ

流
りゅう

」は子孫に継
けい

承
しょう

され、長く書の中
ちゅう

枢
すう

を担った。
▶「白

はく
氏
し

詩
し

巻
かん

」平
へい

安
あん

時代・1018 年

赤
あか

紫
むらさき

・薄茶などの美しい染
そめ

紙
がみ

9 枚に、白
はく

居
きょ

易
い

の
『白

はくし

氏
もん

文
じゅう

集』の詩 8 篇
へん

を書写したもの。その書風は
女
おんな

手
で

の仮名と調和するかのように、道風に比べて細
めの線で書かれている。行書を主体に草書を交じえ、
洗練された和

わ

様
よう

の美しさが見られる。紙
し

背
はい

の継
つ

ぎ目
に伏

ふし

見
み

天皇の花
か

押
おう

があり、遺愛の品であったことが
示されている。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「白氏詩巻」

高野切古今和歌集【こうやぎれこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

現存する『古今和歌集』の写本のうち、最も古い
もの。雲

き

母
ら

をまいた麻
ま

紙
し

を使用している。もとは、
全 20 巻の巻

かん

子
す

本であったが、後に断
だん

簡
かん

（切
きれ

）となり、
豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

がその一部の断簡を高
こう

野
や

山
さん

に贈
おく

ったことか
ら、「高野切」とよばれる。筆者は紀

きの

貫
つら

之
ゆき

といわれ
ているが、確証はない。実際は、11 世紀半ば頃の 3

で美しい空間を作りだしている。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「継色紙」

藤原佐理【ふじわらのさり・すけまさ】944-998

太
だ

政
じょう

大
だい

臣
じん

藤
ふじ

原
わらの

実
さね

頼
より

の孫で、公
きん

任
とう

の従
い と こ

兄弟。若いう
ちから能書として名高かったが、遅

ち

刻
こく

、職
しょく

務
む

放
ほう

棄
き

、
礼節を欠くなど問題行動が相次いだことから、『大

おお

鏡
かがみ

』では「如泥人（だらしない人）」と酷
こく

評
ひょう

されて
もいる。小

お

野
のの

道
とう

風
ふう

、藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

とともに「三
さん

跡
せき

」の一
人に称

しょう

される。真筆には「離
り

洛
らく

帖
じょう

」「国
くにの

申
もうし

文
ぶみ

帖
じょう

」「詩
し

懐
かい

紙
し

」などがあるが、全て漢字である。その筆跡を
「佐

さ

跡
せき

」という。
▶「離

り
洛
らく

帖
じょう

」平
へい

安
あん

時代・991

正
しょう

暦
りゃく

2 年（991）、太
だ

宰
ざい

府
ふ

の役人に任官した佐理が、
赴
ふ

任
にん

の際に摂
せっ

政
しょう

の藤
ふじ

原
わらの

道
みち

隆
たか

に挨
あい

拶
さつ

を怠
おこた

ったことへの
取りなしを甥

おい

に頼
たの

む書状で、国宝。書き出しが「謹
厳　離洛之後」で始まるため「離洛帖」とよばれ、
草書で自由に書かれている。これに限らず、佐理の
書の多くは卒意の書、しかも詫

わび

状
じょう

などである。
畠山記念館「離洛帖」

藤原道長【ふじわらのみちなが】966-1028

摂
せっ

政
しょう

太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

で、一
いち

条
じょう

、三
さん

条
じょう

、後
ご

一
いち

条
じょう

の 3 代にわ
たって左大臣や内覧を歴任し、摂関家の全盛時代を
築いた。道長の真筆として日記の「御

み

堂
どう

関
かん

白
ぱく

記
き

」が
あり、当時の貴族社会を知る重要な資料となってい
る。
▶「御

み
堂
どう

関
かん

白
ぱく

記
き

」平
へい

安
あん

時代・10 世紀末頃〜 11 世紀前半

「御堂関白記」は、988 年から 1021 年までの藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

の日記で、摂
せっ

関
かん

政治のことや貴族の日常が具
ぐ

注
ちゅう

暦
れき

に記されており、当時の社会や文化を知ることが
できる貴重な資料である。道長は藤

ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

と交流が
あり、その書には行成の影

えい

響
きょう

も見られる。大半が漢
文体で書かれているが、和歌の部分は仮名で記され
ている。内容は簡潔ながら誤字、脱

だつ

字
じ

などが散見し
文が通らない箇

か

所
しょ

も見られる。2013 年には現存す
る世界最古の直筆の日記として、ユネスコ「世界の
記
き

憶
おく

」に登録された。

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://syuweb.kyohaku.go.jp/ibmuseum_public/index.php?app=shiryo&mode=detail&data_id=3260
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2533?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyuhaku/B53?locale=ja
https://www.ebara.co.jp/foundation/hatakeyama/information/collection.html
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深窓秘抄【しんそうひしょう】平
へい

安
あん

時代・11 世紀

春・夏・秋・冬・恋・雑からなる、101 首の和歌
を収めた秀

しゅう

歌
か

集
しゅう

。縦 26.4 ｃｍ横 52 ｃｍの紙 16 枚
を継いで 1 巻

かん

とし、現在も断
だん

簡
かん

されずに巻
かん

子
す

本の状
態で残されている。藍

あい

や紫
むらさき

に染めた繊
せん

維
い

を漉
す

き込
こ

ん
だ飛

とび

雲
くも

の料
りょう

紙
し

に、流
りゅう

麗
れい

な筆
ひっ

致
ち

で書かれている。

粘葉本和漢朗詠集
【でっちょうぼんわかんろうえいしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

舶
はく

載
さい

の色とりどりの唐
から

紙
かみ

に、亀
きっ

甲
こう

や鳥、蝶
ちょう

、雲
うん

鶴
かく

などの文様をほどこしている。上下 2 帖
じょう

からなる粘
でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本で、藤
ふじ

原
わらの

公
きん

任
とう

撰
せん

『和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

』の完本
である。漢字と仮名の両方を合わせて書いているた
め、手本としても用いられている。平安時代から鎌

かま

倉
くら

時代にかけて、多くの写本が作られ、手本のほか
調度品、鑑

かん

賞
しょう

として贈
おく

られた。「粘
でっ

葉
ちょう

本
ぼん

和
わ

漢
かん

朗
ろう

詠
えい

集
しゅう

」
もそのひとつである。筆者は藤

ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

と伝えられて
いるが、確証はなく、「高

こう

野
や

切
ぎれ

第
だい

三
さん

種
しゅ

」と書風が類
似している点から同一筆者とする考えもある。

曼殊院本古今和歌集
【まんしゅいんぼんこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

『古今和歌集』の写本で、京都の曼殊院に伝えら
れたことからこの名でよばれている。古

こ

筆
ひつ

の中では
最も小さい巻

かん

子
す

本だが、1 首を 4 行の行書きで書い
ているためゆったりとして見える。藍

あい

や薄藍の染
そめ

紙
がみ

に、墨
すみ

の濃
のう

淡
たん

や線の太細の変化をつけて流
りゅう

麗
れい

に書か
れている。筆者は藤

ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

と伝えられているが、確
証はない。

源兼行【みなもとのかねゆき】（生没年不詳）

当時第一の能
のう

書
しょ

と称
しょう

され、宮廷内で数々の栄
えい

誉
よ

あ
る能

のう

書
しょ

活動を行った。後
ご

冷
れい

泉
ぜい

・後
ご

三
さん

条
じょう

・白
しら

河
かわ

の 3 代
にわたり、大

だい

嘗
じょう

会
え

の悠
ゆう

紀
き

主
す

墓
き

屏
びょう

風
ぶ

の色紙形の揮
き

毫
ごう

を
行っている。平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

の色紙形を揮毫したもの
が有名であり、その筆

ひっ

跡
せき

から「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」や「高
こう

野
や

切
ぎれ

第
だい

二
に

種
しゅ

」などの古
こ

筆
ひつ

が兼行の筆とされる。

人による寄
より

合
あい

書
がき

とみられ、その書風の違いによって
第一種、第二種、第三種に分類されている。
▶「高

こう
野
や

切
ぎれ

第
だい

一
いっ

種
しゅ

」平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

ゆったりとした字形で、伸
の

びやかな線で優美に書
かれている。自然な墨

すみ

継
つ

ぎによる潤
じゅん

渇
かつ

や線の太細の
変化が、紙面に奥

おく

行
ゆ

きを与
あた

えている。寄
より

合
あい

書
がき

では、
最初と最後を優れた能

のう

書
しょ

が書く習わしがあり、「高
野切第一種」の筆者は巻第 1 と巻末と第 20 を書写
していることから、当

とう

代
だい

随
ずい

一
いち

の能
のう

書
しょ

であったと考え
られている。

五島美術館「高野切古今集（第一種）」

▶「高
こう

野
や

切
ぎれ

第
だい

二
に

種
しゅ

」平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

筆を右に傾
かたむ

けた側
そく

筆
ひつ

が特
とく

徴
ちょう

で、抑
よく

揚
よう

の変化に富ん
だ力強い線質が特

とく

徴
ちょう

である。強調された斜めの連
れん

綿
めん

線など「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」などと同筆と見られることか
ら、筆者は源

みなもとの

兼
かね

行
ゆき

と推定されている。
▶「高

こう
野
や

切
ぎれ

第
だい

三
さん

種
しゅ

」平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

「高野切古今和歌集」の中でも、懐
ふところ

を広くとった
単純明快な字形と丁寧に書かれた点画が特

とく

徴
ちょう

であ
り、伸

の

びやかで清らかな線質で書かれている。筆脈
を意識した多様な連

れん

綿
めん

で構成され、流れるような豊
かな表現になっている。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「古今和歌集巻

十九断簡（高野切）」

蓬萊切【ほうらいぎれ】平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

雲
き

母
ら

を一面にまいた雲
くも

紙
がみ

に、長
ちょう

寿
じゅ

を祝う『拾遺和
歌集』の 4 首と『後

ご

撰
せん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の 1 首の歌を書いた
もので、もとは巻

かん

子
す

本であった。現在は 1 首ずつ分
割されている。端

たん

正
せい

な字形と清らかな線質、それに
文字を 1 字ずつ離して書く放ち書きに、ほどよい連

れん

綿
めん

を交えて書かれているため、初学用の手本として
使われることが多い。

五島美術館「蓬莱切」

重之集【しげゆきしゅう】平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

三
さん

十
じゅう

六
ろく

歌
か

仙
せん

の一人、源
みなもとの

重
しげ

之
ゆき

の家集。綴
てっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本で、雲
き

母
ら

を一面にまいた雲
くも

紙
がみ

に、抑
よく

揚
よう

の変化に富
んだ運筆や流

りゅう

麗
れい

な連
れん

綿
めん

を用いて書かれている。前半
は歌を 2 行書き、後半は散らし書きで書かれている。

文化遺産オンライン「重之集」

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://www.gotoh-museum.or.jp/2020/10/04/08-002/
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2983?locale=ja
https://www.gotoh-museum.or.jp/2020/10/04/08-015/
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/18967
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れたことから、この名でよばれている。もとは約
13cm 四方の粘

でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本であったが、分割され
色紙形となっている。『古

こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の四季の歌を
書いたもので、染

そめ

紙
がみ

や亀
きっ

甲
こう

や草花などの型文様を雲
き

母
ら

で刷
す

りだした舶
はく

載
さい

の唐
から

紙
かみ

を用いている。行に高低
の変化をもたせたり、左右や上下に分割したりした、
多様な散らし書きの様式を見ることができる。

遠山記念館「寸松庵色紙」

小島切【こじまぎれ】平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

「斎
さい

宮
ぐう

女
にょう

御
ご

集
しゅう

」を書写した断
だん

簡
かん

で、もとは粘
でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本であった。藍
あい

や紫
むらさき

に染
そ

めた繊
せん

維
い

を漉
す

き込
こ

ん
だ飛

とび

雲
くも

の料
りょう

紙
し

に、細めの線で繊細に書かれ、優美な
連
れん

綿
めん

線を見せている。江
え

戸
ど

時代に本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

の弟子
の小

こ

島
じま

宗
そう

真
しん

が所蔵したことから、この名でよばれて
いる。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「小島切」

針切【はりぎれ】平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

平安時代の歌人・相
さ が み

模の歌集『相模集』と、源
みなもとの

重
しげ

之
ゆき

の子の家集『重
しげ

之
ゆき

の子
こ

の僧
そう

の集』の写本である。
装
そう

飾
しょく

加工していない素
そ

紙
し

を用いている。二つの歌集
を合わせた綴

てっ

葉
ちょう

装
そう

であったが、現在は断
だん

簡
かん

である。
2 つの歌集は、詞書の有無や行間などの形式に違い
がある。文字は小さめに書かれ、連

れん

綿
めん

を主体として
書かれている。針のように細く鋭

するど

い線質から「針切」
とよばれる。

成田山書道美術館「24 松﨑コレクションの古筆」

元暦校本万葉集 
 【げんりゃくこうほんまんようしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「藍
あい

紙
がみ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

 」「天
てん

治
じ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」
「金

かな

沢
ざわ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」とともに、平安時代の「五大万葉
集」の一つである。これら五つの『万葉集』写本の
中では最も歌の数が多く、能

のう

書
しょ

による寄
より

合
あい

書
がき

になる
ことなどから、重要視される写本である。藍

あい

や紫
むらさき

に
染めた繊

せん

維
い

を漉き込んだ飛
とび

雲
くも

の料
りょう

紙
し

に淡
たん

墨
ぼく

の罫
けい

線
せん

を
引き、万

まん

葉
よう

仮
が

名
な

と仮名と合わせて書かれている。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「元暦校本万葉

集」

桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

【かつらぼんまんようしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃

『万葉集』全 20 巻
かん

を書写した巻
かん

子
す

本であったと
考えられており、現在はその一部が残されている。

「元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「藍
あい

紙
がみ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「天
てん

治
じ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」
「金

かな

沢
ざわ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」とともに、平安時代の「五大万葉
集」の一つである。色

いろ

鮮
あざ

やかな染
そめ

紙
がみ

に、金
きん

銀
ぎん

泥
でい

や鳥
や蝶

ちょう

、草花などが描
えが

かれ、万
まん

葉
よう

仮
が

名
な

と仮名が合わせ
て書かれている。筆を右に傾

かた

けた側
そく

筆
ひつ

や、抑
よく

揚
よう

の変
化に富んだ力強い線質が特

とく

徴
ちょう

である。
MIHO ミュージアム「桂本万葉集巻第四断簡（栂尾切）」

五島美術館「栂尾切（桂本万葉集）」

関戸本古今和歌集【せきどぼんこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀中頃〜後半

『古今和歌集』を書写した断
だん

簡
かん

で、もとは冊
さっ

子
し

本
であった。加

か

賀
が

の前田家に伝来の後、名
な

古
ご

屋
や

の関戸
家に入ったことからこの名でよばれている。鳥の子
の染

そめ

紙
がみ

で、紫
むらさき

、緑、茶などの色が用いられている。
収筆を大きく回転させたゆったりとした字形や、リ
ズミカルな連

れん

綿
めん

、立体感のある墨
すみ

の濃
のう

淡
たん

などが特
とく

徴
ちょう

である。筆者は藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

と伝えられているが、確証
はない。

成田山書道美術館「24 松﨑コレクションの古筆」

升色紙【ますしきし】平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

「継
つぎ

色
しき

紙
し

」「寸
すん

松
しょう

庵
あん

色
しき

紙
し

」とともに「三
さん

色
しき

紙
し

」の一
つに挙げられ、平安時代を代表する散らし書きの名
筆である。清

きよ

原
はらの

深
ふか

養
や

父
ぶ

の家集で、薄
うす

藍
あい

の染
そめ

紙
がみ

などが
用いられている。もとは綴

てっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本で、料
りょう

紙
し

が
ほぼ正方形で升のような形であることから「升色紙」
とよばれている。「升色紙」は、隣

とな

り合う行を近づ
けたり、離したり、ときには重ねたりするなど変化
に富んでおり、余白との調和が美しい。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「升色紙」

寸松庵色紙【すんしょうあんしきし】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

「継
つぎ

色
しき

紙
し

」「升
ます

色
しき

紙
し

」とともに「三
さん

色
しき

紙
し

」の一つに
挙げられ、平安時代を代表する散らし書きの名筆で
ある。京都大

だい

徳
とく

寺
じ

の龍
りゅう

光
こう

院
いん

の塔
たっ

頭
ちゅう

、寸松庵に伝えら

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://www.e-kinenkan.com/collection/c2t1.html
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyuhaku/B125?locale=ja
https://www.naritashodo.jp/?p=8268
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2530?locale=ja
https://www.miho.jp/booth/html/artcon/00001964.htm
https://www.gotoh-museum.or.jp/2020/10/04/08-010/
https://www.naritashodo.jp/?p=8268
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-1325?locale=ja
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し冊
さっ

子
し

本にしたものである。白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

60 歳の賀の
調
ちょう

度
ど

手
て

本
ほん

として贈
おく

られたと考えられている。各本
には色

いろ

鮮
あざ

やかな染
そめ

紙
がみ

に文様が施
ほど

された唐
から

紙
かみ

や下
した

絵
え

、
箔
はく

、墨
すみ

流
なが

し、継
つ

ぎ紙など当時の料
りょう

紙
し

装
そう

飾
しょく

の技法がい
かんなく駆

く

使
し

されている。平安時代を代表する豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な作品で、京都の西
にし

本
ほん

願
がん

寺
じ

に冊子として伝わっ
たことから、この名でよばれている。また、料紙装
飾に合わせるように、文字も線の太細や墨の濃

のう

淡
たん

、
散らし書きを工夫して書かれ、料紙との調和・融

ゆう

合
ごう

が見事である。

東大寺切【とうだいじぎれ】平
へい

安
あん

時代・1120 年

「三
さん

宝
ぽう

絵
え

詞
ことば

断
だん

簡
かん

」として伝えられている。『三宝絵』
は 984 年に、源

みなもとの

為
ため

憲
のり

が尊
そん

子
し

内親王に贈
おく

った仏教説話
集である。絵と文章から成っていたが、絵は散

さん

逸
いつ

し、
詞
ことば

書
がき

のみが伝わっている。源
みなもとの

俊
とし

頼
より

を伝
でん

称
しょう

筆
ひっ

者
しゃ

とする
が、確証はない。各行に界線が引かれ、文体は平易
な漢字仮名交じり体で書かれていることから、漢字
仮名交じり文の発展をうかがうことができる。この
頃には舶

はく

載
さい

の唐
から

紙
かみ

のほか、和製の唐
から

紙
かみ

も作られてお
り、「東大寺切」は亀

きっ

甲
こう

や唐
から

草
くさ

、七
しっ

宝
ぽう

の文様を雲
き

母
ら

で刷
す

り出した和製の唐
から

紙
かみ

に、軽快な運筆で書かれて
いる。

京都国立博物館「東大寺切」

巻子本古今和歌集【かんすぼんこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

『古今和歌集』を巻
かん

子
す

本に書写したことからこの
名でよばれている。色

いろ

替
が

わりの染
そめ

紙
がみ

に雲
き

母
ら

刷
す

りと空
から

刷り（蠟
ろう

箋
せん

）で、文様を刷り出した料
りょう

紙
し

を使用した
調
ちょう

度
ど

手
て

本
ほん

である。仮名序の完本 1 巻と、巻第 13 の
残巻や断

だん

簡
かん

が現存し、伝
でん

称
しょう

筆
ひっ

者
しゃ

は源
みなもとの

俊
とし

頼
より

だが、書風
などから藤

ふじ

原
わらの

定
さだ

実
ざね

の筆であると推定される。
文化遺産オンライン「巻子本古今和歌集」

筋切・通切【すじぎれ・とおしぎれ】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

「古今和歌集」を書写した断
だん

簡
かん

で、もとは粘
でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本であった。染
そめ

紙
がみ

や飛
とび

雲
くも

紙などの料
りょう

紙
し

に金銀
の揉

も

み箔
はく

を一面に撒
ま

き、銀
ぎん

泥
でい

で縦に線を引いている
ので「筋切」とよばれたり、また、料

りょう

紙
し

の裏に篩
ふるい

の

藍紙本万葉集【らんしぼんまんようしゅう】　
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「金
かな

沢
ざわ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「天
てん

治
じ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」とともに、平安時代の「五大
万葉集」の一つである。筆者は世

せ

尊
そん

寺
じ

3 代目の藤
ふじわらの

原
これ

伊
ふさ

房とするのが定説となっている。藍
あい

や浅
あさ

葱
ぎ

色の染
そめ

紙
がみ

に書かれていることから「藍紙本」の名でよばれ
る。全体に銀の揉

も

み箔
はく

が撒
ま

かれ、行の上下には界線
が引かれている。力強く歯切れがよい運筆で書かれ
ている。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「藍紙本万葉集」

十五番歌合【じゅうごばんうたあわせ】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半

山
やま

部
べの

赤
あか

人
ひと

や紀
きの

貫
つら

之
ゆき

など、各時代を代表する歌人
30 人の歌を 1 首ずつ選び、歌合わせの形式で左右
15 人ずつ配置して書写したものである。舶

はく

載
さい

の唐
から

紙
かみ

などを用い、大ぶりの草
そう

仮
が

名
な

で 1 首を 4 行に書く
構成で書かれ、重厚で雄

ゆう

大
だい

な趣
おもむき

が感じられる。筆者
は世

せ

尊
そん

寺
じ

3 代目の藤
ふじわらの

原
これ

伊
ふさ

房とするのが定説となって
いる。

本阿弥切古今和歌集
【ほんあみぎれこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・11 世紀後半〜 12 世紀前半

『古今和歌集』の写本で、安
あ

土
づち

・桃
ももやま

山時代から江
え

戸
ど

時代初期に活
かつ

躍
やく

した、本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

が所有していた
ことからこの名でよばれている。もとは 20 巻

かん

の巻
かん

子
す

本であったが、現在はその一部と断
だん

簡
かん

が残されて
いる。夾

きょう

竹
ちく

桃
とう

の文様を雲
き

母
ら

で刷
す

りだした唐
から

紙
かみ

などに
書かれた。文字の大きさは小さめで、結びの部分に
円みがある。筆の弾

だん

力
りょく

をいかして軽快な運筆で書か
れている。また、和歌 1 首を 2 行で書くことを主体
としながら、行頭の高さを変化させたり、1 行や 3
行で書いたりと自由な構成を見せている。

京都国立博物館「本阿弥切古今和歌集」

本願寺本三十六人家集
【ほんがんじぼんさんじゅうろくにんかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

粘
でっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本で、三
さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

の和歌を歌仙別に

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://syuweb.kyohaku.go.jp/ibmuseum_public/index.php?app=shiryo&mode=detail&list_id=3613170&data_id=14177
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/490125
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2450?locale=ja
https://syuweb.kyohaku.go.jp/ibmuseum_public/index.php?app=shiryo&mode=detail&list_id=3613167&data_id=3390
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目のような文様があることから「通切」ともよばれ
たりしている。縦長な字形で簡略な女

おんな

手
で

を主体とし
て繊

せん

細
さい

に書かれ、優美な姿を見せている。筆者は藤
ふじ

原
わらの

佐
さ

理
り

や藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

ともいわれるが、時代から見て確
証はなく、藤

ふじ

原
わらの

定
さだ

実
ざね

とする説もある。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「筋切」

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「通切」

元永本古今和歌集【げんえいぼんこきんわかしゅう】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

制作された当初の形がほぼそのまま残っている、
最も古い『古今和歌集』の写本として大変貴重な作
品である。もとは紐

ひも

で綴
と

じた冊
さっ

子
し

本で、上下の 2 冊
で構成されている。上巻の最後に「元永三年七月廿
四日」と日付が記されていることから、「元永本」
とばれている。舶

はく

載
さい

または和製の唐
から

紙
かみ

と箔
はく

で装
そう

飾
しょく

さ
れた紙が見開きで交互になるように構成されてい
る。見開きごとに書き方が異なり、漢字と仮名を調
和させたり、散らし書きも見られる。筆者は藤

ふじ

原
わらの

定
さだ

実
ざね

とする説もあるが、確証はない。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「元永本古今和

歌集」

天治本万葉集  【てんじぼんまんようしゅう】
平
へい

安
あん

時代・1124 年

「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「藍
あい

紙
がみ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「金
かな

沢
ざわ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」とともに「五大万葉集」の 1 つ。
巻 13 が完本で残されており、巻末に「天治元年」
の奥書があることから、この名でよばれている。仙

せん

花
か

紙
し

という料
りょう

紙
し

に界線が引かれており、真
ま

名
な

（漢字）
はひと枠

わく

に 1 行、仮名はひと枠に 2 行書いていると
ころが特

とく

徴
ちょう

的である。「天治本万葉集」は学問上の
必要から書写されたものであるといわれ、豪

ごう

華
か

さに
は欠けるものの制作年のわかる貴重な資料である。

文化遺産オンライン「天治本万葉集」

金沢本万葉集【かなざわぼんまんようしゅう】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

金沢の前
まえ

田
だ

家が所有していたことから「金沢本万
葉集」とよばれている。雲

き

母
ら

で刷りだした文様が両
面にほどこされた豪華な和製の唐

から

紙
かみ

で、「元
げん

永
えい

本
ぼん

古
こ

今
きん

集
しゅう

」や「本
ほん

願
がん

寺
じ

本
ぼん

三
さん

十
じゅう

六
ろく

人
にん

家
か

集
しゅう

」のものと同一で
ある。歯切れのよい速書きで、字形にとらわれるこ
となく躍

やく

動
どう

的に書かれている。「桂
かつら

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」「藍
あい

紙
がみ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

 」「天
てん

治
じ

本
ぼん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

」と
ともに「五大万葉集」の一つ。

久能寺経【くのうじきょう】平
へい

安
あん

時代・1141 年以降

静岡県静岡市久能山にあった久能寺に伝わった装
そう

飾
しょく

経
きょう

。『法
ほ

華
け

経
きょう

』などを合わせた 30 巻の荘
そう

厳
ごん

経
きょう

で、
奥
おく

書
がき

署名により藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

実
ざね

らによる寄
より

合
あい

書
がき

で書かれた
結
けち

縁
えん

経
ぎょう

であることが分かっている。金銀の箔
はく

による
装
そう

飾
しょく

が特
とく

徴
ちょう

的であり、切
きり

箔
はく

や砂
すな

子
ご

、野
の

毛
げ

を撒
ま

き、界
線は銀

ぎん

泥
でい

などで書かれている。蓮
はす

や鳥、蝶
ちょう

などの唐
から

草
くさ

の文様が散らされており華
か

麗
れい

な装
そう

飾
しょく

経である。
e 国宝「久能寺経」

平家納経【へいけのうきょう】平
へい

安
あん

時代・1164 年

『法
ほ

華
け

経
きょう

』を主体とした経典が書かれ、平
たいらの

清
きよ

盛
もり

の
自筆の願文 1 巻

かん

を合わせ、平家の栄
えい

華
が

を今に伝えて
いる。経典に施された装

そう

飾
しょく

は豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

で、当時の料
りょう

紙
し

技
ぎ

巧
こう

を駆
く

使
し

している。平安時代末期は装
そう

飾
しょく

経や絵
巻が流行し、装飾経の代表作である。

広島県「広島県の文化財 - 平家納経」

源氏物語絵巻【げんじものがたりえまき】
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

紫
むら

式
さき

部
しき

が著した『源氏物語』を描
か

いた絵巻であ
る。『源氏物語』54 帖

じょう

のうちの一部分が現存してい
る。ぼかし染

ぞめ

や金銀
ぎん

泥
でい

で描かれた下
した

絵
え

、梅の花の型
抜きなど、多様な技

ぎ

巧
こう

がほどこされている。金銀の
砂
すな

子
ご

・切
きり

箔
はく

・破り箔
はく

・野
の

毛
げ

などが撒
ま

き分けられた豪
ごう

華
か

な料
りょう

紙
し

であり、「久
く

能
のう

寺
じ

経
きょう

」に近い装
そう

飾
しょく

技巧と見
られる。書は、藤

ふじ

原
わらの

伊
これ

房
ふさ

や藤
ふじ

原
わらの

雅
まさ

経
つね

、藤
ふじ

原
わらの

教
のり

長
なが

、寂
じゃく

蓮
れん

らと伝えられているが、確証はない。
文化遺産オンライン「源氏物語絵巻」

　　 藤
ふじ

原
わらの

伊
これ

行
ゆき

『夜
や

鶴
かく

庭
てい

訓
きん

抄
しょう

』平
へい

安
あん

時代・12 世紀

日本に現存する最古の書論。著者の藤
ふじ

原
わらの

伊
これ

行
ゆき

は世
せ

尊
そん

寺
じ

家の 6 代目である。世尊寺家は書の中
ちゅう

枢
すう

を担っ
ていたため、子孫に書を伝えるために本書が書かれ
たと考えられている。書法の習い方や書を書く際の

　　　　　　書論

平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-3027?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2488?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2814?locale=ja
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/508388
https://emuseum.nich.go.jp/detail?langId=&content_base_id=100369&content_part_id=000&content_pict_id=000
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/bunkazai/bunkazai-data-101020010.html
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/18947
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平
へい

安
あん

時代〈794 年―1185 年〉

心得、筆
ひつ

墨
ぼく

硯
けん

紙
し

のことなどを簡潔に書いている。

　　 藤
ふじ

原
わらの

教
のり

長
なが

『才
さい

葉
よう

抄
しょう

』 平
へい

安
あん

時代・12 世紀

藤原教長が、世尊寺家の藤
ふじ

原
わらの

伊
これ

経
つね

に語った書法の
口伝の内容を、後日伊経がまとめたもの。実技的な
解説を主体とし、心得などさまざまことが書かれて
いる。三

さん

跡
せき

の書や藤
ふじ

原
わらの

忠
ただ

通
みち

の法
ほっ

性
しょう

寺
じ

流
りゅう

などを例に挙
げて説明をしている。

藤原俊成   【ふじわらのしゅんぜい・としなり】
1114-1204

俊成は平
へい

安
あん

時代後期から鎌
かま

倉
くら

時代初期の公家・歌
人で藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

の玄孫。後
ご

白
しら

河
かわ

法皇の命を受けて『千
せん

載
ざい

和
わ

歌
か

集
しゅう

』を編
へん

纂
さん

した。真筆に「日
ひ

野
の

切
ぎれ

」などが現
存している。子の藤

ふじ

原
わらの

定
てい

家
か

とともに国学者としての
業績が大きい。
▶「日

ひ
野
の

切
ぎれ

」平
へい

安
あん

時代・1188 年

素
そ

紙
し

（加工していない漉
す

き上げたままの紙）に
『千

せん

載
ざい

和
わ

歌
か

集
しゅう

』を自筆で書いたもの。もとは綴
てっ

葉
ちょう

装
そう

の上下２冊
さつ

の冊子本であったが現在は断
だん

簡
かん

となって
いる。俊成の書は、「俊成の奇

き

癖
へき

」とまでいわれた
強く突

つ

き刺
さ

すような力強い書風が特
とく

徴
ちょう

である。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「日野切」

西行【さいぎょう】1118-1190

平
へい

安
あん

時代の歌人、僧
そう

侶
りょ

。鳥
と

羽
ば

上皇に仕える北面の
武士であったが、23 歳のときに出家した。西行は
和歌で人々を魅

み

了
りょう

し、『新
しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の代表歌人
の一人となった。真筆に「一

いっ

品
ぽん

経
きょう

和
わ

歌
か

懐
かい

紙
し

」などが
現存している。
▶「一

いっ
品
ぽん

経
きょう

和
わ

歌
か

懐
かい

紙
し

」　平
へい

安
あん

時代・1181 年頃

「一品経和歌懐紙」は西
さい

行
ぎょう

のほかに 14 点現存する
が、いずれも和歌 1 首を 3 行で書いている。平安時
代末期から鎌

かま

倉
くら

時代にかけて流行していた重厚な書
風に比べ、細くしなやかな線質で書かれている。

京都国立博物館「一品経和歌懐紙」

一条摂政集【いちじょうせっしょうしゅう】 
平
へい

安
あん

時代・12 世紀

一条摂政とよばれた藤
ふじ

原
わらの

伊
これ

尹
ただ

の家集。伊尹は優れ
た歌人であり、「小

お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

」にも歌が採られて

　　　　　　書論

いる。大
や ま と

和綴
と

じの冊
さっ

子
し

本であるが、本が小さいため
全体的に文字は小さく、行は短めで傾

かたむ

むいている部
分が多く見られる。穂

ほ

先
さき

の鋭
するど

さと弾力を用いて自然
体で速く書き流している。西

さい

行
ぎょう

が書いたと伝えられ
ている「中

なか

務
つかさ

集
しゅう

」と書風が酷
こく

似
じ

しているが、西行が
筆者である確証はない。

中務集 【なかつかさしゅう】平
へい

安
あん

時代・12 世紀

平安時代中期の女性歌人で、三
さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

の一人で
ある中務の家集の写本である。綴

てっ

葉
ちょう

装
そう

の冊
さっ

子
し

本で、
楮
ちょ

紙
し

に書かれている。平安時代中期の仮名に比べ、
直線的で鋭

するど

い線質が特
とく

徴
ちょう

であり、紙面を切り裂
さ

くよ
うに書き進められている。力強く颯

さっ

爽
そう

としていて、
伸
の

びやかな趣
おもむき

である。筆者は西
さい

行
ぎょう

と伝えられている
が、確証はない。

出光美術館「中務集」

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyuhaku/B143?locale=ja
https://syuweb.kyohaku.go.jp/ibmuseum_public/index.php?app=shiryo&mode=detail&list_id=444826&data_id=23641
http://idemitsu-museum.or.jp/collection/calligraphy/kana/04.php
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藤原定家【ふじわらのていか・さだいえ】
1162-1241

平
へい

安
あん

時代末期から鎌
かま

倉
くら

時代初期にかけての公家・
歌人。『小

お

倉
ぐら

百
ひゃく

人
にん

一
いっ

首
しゅ

』の撰
せん

者
じゃ

や『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』『土
と

佐
さ

（左）日
にっ

記
き

』などの古典の書写・注
ちゅう

釈
しゃく

に携
たず

わるなど、
歌人・学者としての業績が大きい。また、1180 年
から 1235 年にわたる日記『明

めい

月
げつ

記
き

』も著名である。
書では、「定

てい

家
か

様
よう

」とよばれる円みのある扁
へん

平
ぺい

な字
形で、連

れん

綿
めん

や傾
かたむ

きが少ない書風が特
とく

徴
ちょう

である。この
書風は、正確に書写をするのが重要としたためとも
考えられている。
▶『土

と
佐
さ
（左）日

にっ
記
き
』鎌

かま
倉
くら

時代・1235 年

紀
きの

貫
つら

之
ゆき

の『土佐（左）日記』を書写した写本。約
16cm四方の冊

さっ

子
し

本に書かれている。最後には紀貫
之の筆

ひっ

跡
せき

が臨書され、貫之の実際の書きぶりをうか
がうことができる。
▶『小

お
倉
ぐら
色
しき
紙
し
』鎌

かま
倉
くら

時代

小倉山荘色紙ともいい、「百人一首」を定家が色
紙形に 4行で書いたもの。現存する色紙の多くは放
ち書きで書かれており、連綿は少ない。線の太細の
変化が激しく、字形は扁

へん

平
ぺい

である。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「小倉色紙」

藤原雅経【ふじわらのまさつね】1170-1221

藤原（飛
あす か

鳥井
い

）雅経は、和歌を藤
ふじ

原
わらの

俊
しゅん

成
ぜい

に学び、
定家とともに『新

しん

古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

』の撰
せん

者
じゃ

としても知ら
れている。平

へい

安
あん

時代末期から鎌
かま

倉
くら

時代初期に流行し
た、優

ゆう

雅
が

な書風を継
けい

承
しょう

しながらも、法
ほっ

性
しょう

寺
じ

流
りゅう

による
覇
は

気
き

のある、豊
ほう

潤
じゅん

な筆
ひっ

致
ち

が特
とく

徴
ちょう

の能
のう

書
しょ

である。「今
いま

城
き

切
ぎれ

」などの著名な古
こ

筆
ひつ

の伝
でん

称
しょう

筆
ひっ

者
しゃ

としても知られ、
真筆では「熊

くま

野
の

懐
かい

紙
し

」などがある。
▶「熊

くま
野
の
懐
かい
紙
し
」鎌

かま
倉
くら

時代・1200 年

後
ご

鳥
と

羽
ば

天皇に従って参加した熊
くま

野
の

詣
もうで

の際の和歌会
で詠

よ

んだ歌を清書したもの。線は太く、豊
ほう

潤
じゅん

な力強
い書きぶりが特

とく

徴
ちょう

である。「熊野懐紙」は各歌人が
詠んだ歌を自書しており、35 点が現存し、後

ご

鳥
と

羽
ば

上皇をはじめ 14 人の筆
ひっ

跡
せき

が確認されている。
文化遺産オンライン「熊野懐紙」

伏見天皇【ふしみてんのう】1265-1317

後
ご

深
ふか

草
くさ

天皇の皇子。能
のう

書
しょ

としても著名で、藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

の書を学んだ。平
へい

安
あん

朝の書風を主体としながら、
厚みのある線が特

とく

徴
ちょう

であるが、伸
の

びやかで明るさが
ある。鎌

かま

倉
くら

時代中期から南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代にかけて、天皇
家の人々が書いた明るく伸

の

びやかな表現の書を「宸
しん

翰
かん

様
よう

」とよぶ。伏
ふし

見
み

天皇の系統では尊
そん

円
えん

親
しん

王
のう

らが能
のう

書
しょ

として知られ、江
え

戸
ど

時代に御
お

家
いえ

流
りゅう

として続く根底
を築いた。
▶「広

ひろ
沢
さわ
切
ぎれ
」鎌

かま
倉
くら

時代・14 世紀

伏
ふし

見
み

天皇の家集の断
だん

簡
かん

。晩年の書とされており、
もとは巻

かん

子
す

本であったが現在は断
だん

簡
かん

となっている。
文中に添

てん

削
さく

の跡
あと

などが見られ、草
そう

稿
こう

であったことを
示している。平安時代の和

わ

様
よう

の趣
おもむき

を残しつつ、線は
太く安定した表現を見せている。

文化遺産オンライン「広沢切」

宗峰妙超【しゅうほうみょうちょう】1282-1337

鎌
かま

倉
くら

時代末期から南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代の臨済宗の僧
そう

。鎌倉
時代、栄

えい

西
さい

らによって中国から臨済宗がもたらされ、
鎌倉幕府が禅

ぜん

宗
しゅう

を重視したことで禅僧の書である墨
ぼく

跡
せき

が広まった。中国は宋
そう

の時代にあたり、禅に精通
していた黄

こう

庭
てい

堅
けん

の書風の影
えい

響
きょう

を受けていることがう
かがえる。大徳寺を開山した宗

しゅう

峰
ほう

妙
みょう

超
ちょう

は、花
はな

園
ぞの

上皇
から与えられた号の「大

だい

燈
とう

国
こく

師
し

」でよばれることも
多い。一

いっ

休
きゅう

宗
そう

純
じゅん

とともにその書は独自の書風を確立
し、人気を得た。
▶「看

かん
読
とく
真
しん
詮
せん
榜
ぼう
」鎌

かま
倉
くら

時代・14 世紀

一般には「看
かん

経
きん

榜
ぼう

」ともよばれる。迫
はく

力
りょく

がある堂々
とした書風から宗

しゅう

峰
ほう

妙
みょう

超
ちょう

の墨
ぼく

跡
せき

の中でも代表作とさ
れ、その書風は、黄

こう

庭
てい

堅
けん

の「松
しょう

風
ふう

閣
かく

詩
し

巻
かん

」や「伏
ふく

波
は

神
しん

祠
し

詩
し

巻
かん

」の影
えい

響
きょう

が見られる。

鎌
かま
倉
くら
時代〈1185年―1338年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/kyuhaku/B46?locale=ja
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/224659
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/501443
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尊円親王【そんえんしんのう】1298-1356

能書として名高かった伏
ふし

見
み

天皇の第六皇子。出家
し、青

しょう

蓮
れん

院
いん

の門
もん

跡
ぜき

（住
じゅう

職
しょく

）となる。藤
ふじ

原
わらの

行
こう

成
ぜい

を祖と
する能書の家、世

せ

尊
そん

寺
じ

家
け

より書を伝授された。のち
に、初心者の心得などをまとめた『入

じゅ

木
ぼく

抄
しょう

』を著す。
青蓮院では、その後書に優れた門跡が数多く排出さ
れ、「青

しょう

蓮
れん

院
いん

流
りゅう

（尊円流）」とよばれるようになる。
江
え

戸
ど

時代になると、御
お

家
いえ

流
りゅう

として広く知れわたった。

　　　　　　書論  尊
そん

円
えん

親
しん

王
のう

『入
じゅ

木
ぼく

抄
しょう

』室町時代・1352 年

後
ご

光
こう

厳
ごん

天皇の手習いの指導のために贈
おく

った指南
書。全 20 項目から成り、初心者の心得・方法など
が具体的に述べられるとともに、尊円親王の書道観
なども説かれている。

絶海中津【ぜっかいちゅうしん】1334-1405

臨済宗の僧
そう

。漢詩にも優れ、禅
ぜん

僧
そう

によって書かれ
た五山文学の基

き

礎
そ

をつくったと称
しょう

されている。禅
ぜん

の
心得を牧

ぼく

童
どう

と牛の物語にたとえて説いた詩「十
じゅう

牛
ぎゅう

頌
じゅ

」が知られている。その書風からは、元
げん

の趙
ちょう

孟
もう

頫
ふ

の趣
おもむき

が感じられる。

一休宗純【いっきゅうそうじゅん】1394-1481

臨済宗の僧
そう

。号を一休、諱
いみな

を宗純とした。禅
ぜん

林
りん

に
おける階級観を否定し、禅の根本を説いて本格的な
あり方を追究した。実直な独自の世界で形成された
一休宗純の書は、豪

ごう

快
かい

で力強い表現である。「尊
そん

林
りん

号
ごう

」や「七
しち

仏
ぶつ

通
つう

戒
かい

偈
げ

」に見られるように、筆の穂
ほ

先
さき

が割れた線を巧
たく

みに操った迫
はく

力
りょく

のある書が魅
み

力
りょく

的で
ある。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「教外別伝不立

文字」

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代〈1338―1392〉・室
むろ

町
まち

時代〈1392 年―1573 年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2944?locale=ja
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本阿弥光悦【ほんあみこうえつ】1558-1637

刀剣の鑑
かん

定
てい

や手入れを専門とする家に生まれ、安
あ

土
づち

・桃
もも

山
やま

時代から江
え

戸
ど

時代初期にかけて、書画や漆
しつ

芸
げい

や陶
とう

芸
げい

などさまざまな分野で活
かつ

躍
やく

した。豪
ごう

華
か

絢
けん

爛
らん

な桃山文化を引き継ぎ、寛
かん

永
えい

年間（1624-1644）に
は、公家や武士、僧

そう

侶
りょ

、町衆などの垣
かき

根
ね

を超
こ

えた文
化・芸術の興

こう

隆
りゅう

を生みだし、寛永文化が花開いた。
当時活躍していた俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

ら絵師による華
はな

やかな下
絵と、光悦の書が混然と調和した作品が多く残され
ている。書では近

この

衛
え

信
のぶ

尹
ただ

・松
しょう

花
か

堂
どう

昭
しょう

乗
じょう

とともに「寛
かん

永
えい

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。代表作に「鶴
つる

下
した

絵
え

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

和
わ

歌
か

巻
かん

」や「舟
ふな

橋
ばし

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

」などがある。
ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「舟橋蒔絵硯箱」

▶「鶴
つる

下
した

絵
え

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

和
わ

歌
か

巻
かん

」江
え

戸
ど

時代・17 世紀

全長 1356.0cm もの長い巻
かん

子
す

本である。巻頭から
金
きん

銀
ぎん

泥
でい

でさまざまな姿で描
えが

かれた鶴
つる

の姿に、宗
そう

達
たつ

の
手
しゅ

腕
わん

を見てとることができる。絵の間に生じた空間
に、光悦が藤

ふじ

原
わらの

公
きん

任
とう

撰『三十六人撰』にもとづいた
三十六歌仙の和歌を巧みに散らし書きしている。

e 国宝「鶴下絵三十六歌仙和歌巻」

近衛信尹【このえのぶただ】1565-1614

安
あ

土
づち

・桃
もも

山
やま

時代から江
え

戸
ど

時代初期にかけて活
かつ

躍
やく

し
た能

のう

書
しょ

。本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

・松
しょう

花
か

堂
どう

昭
しょう

乗
じょう

とともに「寛
かん

永
えい

の
三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。和歌や連歌を得意とし、
茶の湯の世界でも活躍した。摂

せっ

関
かん

家
け

の嫡
ちゃく

男
なん

として活
躍し、青

しょう

蓮
れい

院
いん

流
りゅう

や藤
ふじ

原
わらの

定
てい

家
か

の書に影
えい

響
きょう

を受けている。
数多くの作品を残し、その中でも自然な流れで書か
れた大字の仮名が特

とく

徴
ちょう

である。代表作に、「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

抄
しょう

」や「檜
ひ

原
ばら

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」「いろは屏風」などがある。
▶「檜

ひ
原
ばら

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

」江
え

戸
ど

時代・16 世紀〜 17 世紀

「初
はつ

瀬
せ

山
やま

夕越え暮れて宿問へば（三
み

輪
わ

の檜原に）
秋風ぞ吹く」という和歌の「三輪の檜原に」の部分
をあえて書かず、水

すい

墨
ぼく

画
が

に置き換
か

えている表現をし
ている。水墨画は長

は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

と考えられている。
文化遺産オンライン「紙本墨画檜原図　近衛信尹の賛がある　六曲

屏風」

烏丸光広【からすまるみつひろ】1579-1638

安
あ

土
づち

・桃
もも

山
やま

時代から江
え

戸
ど

時代初期の公家で、細
ほそ

川
かわ

幽
ゆう

斎
さい

から古
こ

今
きん

伝
でん

授
じゅ

を受けるなど二
に

条
じょう

派
は

歌
か

学
がく

を究め

る。豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

や徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

ら武将とも親しく、公家と
武家とをつなぐ存在でもあった。持

じ

明
みょう

院
いん

流
りゅう

の伝統を
学んだ後、古筆や墨跡などの影響を受け、やがて伝
統に束縛されない、光広流ともいえる独自の書風を
確立させた。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「東行記」

松花堂昭乗【しょうかどうしょうじょう】
1584-1639

安
あ

土
づち

・桃
もも

山
やま

時代から江
え

戸
ど

時代初期にかけて活
かつ

躍
やく

し
た僧

そう

・能
のう

書
しょ

。石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の僧であった。本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

、近
こ の え

衛信
のぶ

尹
ただ

とともに「寛
かん

永
えい

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

さ
れる。青

しょう

蓮
れん

院
いん

流
りゅう

や空海の大
たい

師
し

流
りゅう

の書を学び、自らの
書風を確立させた。穏

おだ

やかな書風は人気を集め、滝
たき

本
もと

流
りゅう

・松
しょう

花
か

堂
どう

流
りゅう

とよばれて広く愛好された。代表作
に「三

さん

十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

帖
じょう

」がある。
▶「三

さん
十
じゅう

六
ろっ

歌
か

仙
せん

帖
じょう

」江
え

戸
ど

時代・17 世紀

さまざまな文様を型
かた

摺
ず

りにし、金
きん

銀
ぎん

泥
でい

で下
した

絵
え

を施
ほど

した色紙に三十六歌仙の歌を一首ずつ散らし書きに
している。平

へい

安
あん

・鎌
かま

倉
くら

時代の古
こ

筆
ひつ

に影
えい

響
きょう

を受けた昭
しょう

乗
じょう

らしい書と下
した

絵
え

との融
ゆう

合
ごう

が美しい表現となってい
る。

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「三十六歌仙帖」

独立性易【どくりゅうしょうえき】1596 − 1672

中国の明
みん

時代末期に生まれ、明が滅
ほろ

び清
しん

が起こる
にあたり長崎に渡

わた

来した。黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

の禅
ぜん

僧
そう

であり、黄
檗宗の開祖である隠

いん

元
げん

隆
りゅう

琦
き

の弟子である。日本に明
風の書法や水

すい

墨
ぼく

画
が

、篆
てん

刻
こく

を伝え、江
え

戸
ど

時代における
唐
から

様
よう

の書の流行の根源となった。また、医学に優れ、
医師としての活

かつ

躍
やく

も知られる。

北島雪山【きたじませつざん】1636-1697

独
どく

立
りゅう

性
しょう

易
えき

の門人にあり、江
え

戸
ど

時代の唐
から

様
よう

の能
のう

書
しょ

と
して代表される。幕府の儒

じゅ

学
がく

奨
しょう

励
れい

の政策などにより、
中国文化の風潮に傾

かたむ

き、明
みん

風
ぷう

の書を体得した黄
おう

檗
ばく

僧
そう

らによって唐様の書がもたらされた。力強い雄
ゆう

渾
こん

な
唐様の書は和

わ

様
よう

の書と二分する勢いとなり、儒学者
や文人などの知識人の間で流行した。後に唐様を江
戸に広めた細

ほそ

井
い

広
こう

沢
たく

などが門人となっている。

江
え

戸
ど

時代〈1603 年―1868 年〉

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/H-53?locale=ja
https://emuseum.nich.go.jp/detail?langId=ja&webView=&content_base_id=100973&content_part_id=0&content_pict_id=0
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/237246
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2749?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-1341?locale=ja
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細井広沢【ほそいこうたく】1658-1735

儒
じゅ

学
がく

に秀
ひい

で、徳
とく

川
がわ

光
みつ

圀
くに

の儒
じゅ

臣
しん

として仕えた。書画
や篆

てん

刻
こく

、和歌、さらに兵学や天文学などもよくし博
学であった。北

きた

島
じま

雪
せつ

山
ざん

の門人であり、歴史や理論な
どの原理をもって多数の書論を著し、唐

から

様
よう

の書を広
めた功績が大きい。

近衛家煕【このえいえひろ】1667-1736

江
え

戸
ど

時代中期に中
なか

御
み

門
かど

天皇の摂
せっ

政
しょう

や宮中の要職な
どを務めた。書や茶道をよくし、画や花道などにも
優れた当時の宮

きゅう

廷
てい

文化の第一人者として評価されて
いる。藤

ふじ

原
わら

北
ほっ

家
け

の家
いえ

柄
がら

で、御
お

家
いえ

流
りゅう

が台頭していた江
え

戸
ど

時代に臨模などの手法を用いて平安時代の仮名を
習熟し、大きな影

えい

響
きょう

を与えた。

白隠慧鶴【はくいんえかく】1685-1768

臨済宗の僧
そう

。幼くして仏教の道に足を踏
ふ

み入れ、
15 歳

さい

のときに出家した。出身地の沼
ぬま

津
づ

をはじめ諸
国を遍

へん

歴
れき

し修行に専念した。鎌
かま

倉
くら

・室
むろ

町
まち

時代に五山
を中心に流行していた禅

ぜん

を再興させた功績が大き
い。白隠は禅の中にあって、1 万点以上の禅画や墨

ぼく

跡
せき

を残しており、その個性的な画風や肉太な書が魅
み

力
りょく

的である。

池大雅【いけのたいが】1723-1776

文人画に優れ、与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

とともに文人画の大成者
として評価されている。蕪村との合作に「十

じゅう

便
べん

十
じゅう

宜
ぎ

図
ず

」がある。書は、幼くして各書体をよくし、独自
の世界を切り開いた。ゆったりとした趣

おもむき

や自
じ

由
ゆう

奔
ほん

放
ぽう

な作風の書風など多様であるが、筆勢は迫
はく

力
りょく

に富ん
でいる。

良寛【りょうかん】1758-1831

曹
そう

洞
とう

宗
しゅう

の僧
そう

。越
えち

後
ご

国（新潟県）出
いず

雲
も

崎
さき

に生まれ、
幼い頃から学問に親しみ、仏教の修行に専念した。
その後、諸国を巡

めぐ

る中で和歌の影
えい

響
きょう

を受け、書では
「秋

あき

萩
はぎ

帖
じょう

」を主な手本とし、自らの書風に昇
しょう

華
か

させた。
代表作に「天

てん

上
じょう

大
たい

風
ふう

」が挙げられ、生
しょう

涯
がい

多くの作品
を残している。特に書簡が多く、その内容は人々に
親しまれた良寛の人

ひと

柄
がら

が表れている。
良寛記念館

ColBase: 国立文化財機構所蔵品統合検索システム「あきのひに」

▶「天
てん

上
じょう

大
たい

風
ふう

」江戸時代・18 世紀 -19 世紀

良
りょう

寛
かん

の特
とく

徴
ちょう

である、細く柔
やわ

らかい線で書かれてい
る。子どもが凧

たこ

上
あ

げをしてる際に、凧に何か書いて
欲しいとせがまれて書いたというエピソードが残っ
ており、良寛の人

ひと

柄
がら

が垣
かい

間
ま

見れる。

巻菱湖【まきりょうこ】1777-1843

儒
じゅ

学
がく

や詩文に優れ、書で才能を開花させた。特に
楷
かい

書
しょ

に精通し、門人に下町の庶
しょ

民
みん

が多かったため
人々の好みに広く浸

しん

透
とう

した。その影
えい

響
きょう

は大きく、世
に広く書の手本として用いられ、明

めい

治
じ

時代の学校教
育の教科書の多くは巻

まき

菱
りょう

湖
こ

の書流の書であった。市
いち

川
かわ

米
べい

庵
あん

、貫
ぬき

名
な

菘
すう

翁
おう

とともに「幕
ばく

末
まつ

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に
称
しょう

される。

貫名菘翁【ぬきなすうおう】1778-1863

江
え

戸
ど

時代末期の文人画の巨
きょ

匠
しょう

とたたえられてい
る。幼少より、書画や漢

かん

籍
せき

に専念し、17 歳の時に
空
くう

海
かい

の「風
ふう

信
しん

帖
じょう

」と出会うことで書に心
しん

酔
すい

する。唐
から

様
よう

と和
わ

様
よう

を融合させた独自の格調高い書風を築きあ
げた。明治時代以降、日

く さ か べ

下部鳴
めい

鶴
かく

らに評価されたこ
とによりその名が広まった。巻

まき

菱
りょう

湖
こ

、市
いち

川
かわ

米
べい

庵
あん

とと
もに「幕

ばく

末
まつ

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。

市河米庵【いちかわべいあん】1779-1858

書や詩文に優れ、特に隷
れい

書
しょ

や楷
かい

書
しょ

を得意とした。
中国の古典や明

みん

・清
しん

時代の書を学び、21 歳
さい

の時に
書
しょ

塾
じゅく

「小
しょう

山
さん

林
りん

堂
どう

」を開き、書を生業とした。力強い
唐様の書が特

とく

徴
ちょう

である。『墨
ぼく

場
じょう

必
ひっ

携
けい

』を著すなど、
後世に功績を残した。巻

まき

菱
りょう

湖
こ

、貫
ぬき

名
な

菘
すう

翁
おう

とともに
「幕

ばく

末
まつ

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。

江
え

戸
ど

時代〈1603 年―1868 年〉

http://www.ryokan-kinenkan.jp
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/B-2959?locale=ja
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近代・現代

巌谷一六【いわやいちろく】1834-1905

官
かん

僚
りょう

や能
のう

書
しょ

として知られ、日
く さ か

下部
べ

鳴
めい

鶴
かく

、中
なか

林
ばやし

梧
ご

竹
ちく

とともに「明
めい

治
じ

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。官僚の
道では数々の職を歴任、書記として公文書の浄

じょう

書
しょ

に
携
たずさ

わるなどした。巻
まき

菱
りょう

湖
こ

や趙
ちょう

孟
もう

頫
ふ

、顔
がん

真
しん

卿
けい

の書法に
傾
けい

倒
とう

したが、1880 年に来日した楊
よう

守
しゅ

敬
けい

によりもた
らされた、中国の六

りく

朝
ちょう

書の拓
たく

本
ほん

などからその教えを
受け、金

きん

石
せき

学
がく

を追究し独自の書風を確立した。

中林梧竹【なかばやしごちく】1827-1913

書や画に優れ、絵画や水
すい

墨
ぼく

画
が

も多く残されてい
る。巌

いわ

谷
や

一
いち

六
ろく

、日
く さ か

下部
べ

鳴
めい

鶴
かく

とともに「明
めい

治
じ

の三
さん

筆
ぴつ

」
の一人に称

しょう

される。山
やま

内
うち

香
こう

雪
せつ

、香雪の師である市
いち

河
かわ

米
べい

庵
あん

らに書を学び、清
しん

に渡
わた

り潘
はん

存
そん

に師事した。六
りく

朝
ちょう

書の書法を追究し、碑
ひ

の拓
たく

本
ほん

を日本に多くもたらし
た。帰国後は副

そえ

島
じま

蒼
そう

海
かい

（種
たね

臣
おみ

）の計らいにより、東
京銀

ぎん

座
ざ

の洋服店に住み続け書に専念した。書は各書
体に優れ、特に長

ちょう

鋒
ほう

や柔
じゅう

毫
ごう

の筆を駆
く

使
し

した規模の大
きい雄

ゆう

渾
こん

な作品を多く残している。著書に『梧
ご

竹
ちく

堂
どう

書
しょ

話
わ

』がある。
小城市立中林梧竹記念館

日下部鳴鶴【くさかべめいかく】1838-1922

官
かん

僚
りょう

や能
のう

書
しょ

として知られ、巌
いわ

谷
や

一
いち

六
ろく

、中
なか

林
ばやし

梧
ご

竹
ちく

と
ともに「明

めい

治
じ

の三
さん

筆
ぴつ

」の一人に称
しょう

される。太政官書
記を務めたが、大

おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

の暗殺を機に辞職し、書
に専念する。巌

いわ

谷
や

一
いち

六
ろく

と同じく、巻
まき

菱
りょう

湖
こ

や貫
ぬき

名
な

菘
すう

翁
おう

らの書を学んだが、楊
よう

守
しゅ

敬
けい

によりもたらされた六
りく

朝
ちょう

書の拓本などの金
きん

石
せき

学
がく

に傾
けい

倒
とう

する。清
しん

に渡
わた

り、呉
ご

昌
しょう

碩
せき

などの文人や金石学者と交流し、得た成果をもと
に日本の書法を改め六朝書道を定着させた。書の鑑

かん

賞
しょう

や研究、出版にも熱心に取り組み、近代書道に大
きな功績を与えた。

https://ogi.city.gochiku.jp



